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K-1ト レンチ出土遺物
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第 4章 整備に伴う発掘調査

20内 面

K-4ト レンチ (4号墳)出土遺物 (2)

鯵 雲

7内面

K-5ト レンチ出土遺物

K-6ト レンチ出土遺物

-123-―



第 1節 造山古墳群

Ⅷ
lば  3

5外面

KB-1ト レンチ出土遺物

脚 餞 埒 鰻 5籐
.6

澤

《鮎鰻慈

'7

観解

1

KB-2ト レンチ出土遺物 (1)

|、

IⅢ ll

驚|√

添ヽ 下

―-124-―



第 4章 整備に伴う発掘調査

飴

３‐

３２

緯

甥

Ⅷ

蝉

KB-2ト レンチ出土遺物 (2)



第 1節 造山古墳群

欝
・

47側面

KB-2ト レンチ出土遺物 (3)

―-126-―

47側面



第 4章 整備に伴う発掘調査

'鰻
畿、

51

握　≡挽
一

．
４４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

飴

４９
け

KB-2ト レンチ出土遺物 (4)

一-127-



第 1節 造山古墳群

29      i鷺専;III,30   
毒鷺母懲鬱縁彗ど

6                       7

KB-3ト レンチ出土遺物

鐵 1斡

�練5鵜 6

鵡
□

遠̈ 紗い
14 16

電ぢ3    臨〕:24

3

‖ 24�靴

Z-1ト レンチ出土遺物 (1)



第 4章 整備に伴う発掘訓査

トレンチ出土遺物 (2)

―-129-一



第 1節 造山古墳洋

に 9毯%娃ψ縛調

悦  37

に 46

.葵
50

鬱
53

¶ ‰
-11喜

車ニユヱニ14ユ亀4常 HIIIIII,                                  ど4ユニユi4二 :争阜争ξ二侵

51             52

Z-1ト レンチ出土遺物 (3)

一-130-―



第 4章 整備に伴う発掘調査

F刑 傘列 藍Ⅷ貶
Z-1ト レンチ出土遺物 (4)

Z-2ト レンチ出土遺物 (1)



第1節 造山古墳群

HHiitil専

まま
425 に   26

23内面

Ⅷ
・３０

鞠1鯉2β

Z-2ト レンチ出土遺物 (2)

―-132-―



掘
　
　
　
　
一

発
　
　
　
　
ｒ

〆

一

第 4章

斡

解綴
２３

持

Z-3ト レンチ出土遺物

―-133-―



第 1節 造山古墳群

勧

Ⅷ
４

駕
３

舟

Z-4ト レンチ出土遺物

―-134-―



第 4章 整備に伴う発掘調査

―-135-―



第2節 仲仙寺古墳群仲仙寺支群

第 2節 仲仙寺古墳群仲仙寺支群

(1)仲仙寺支群9号墳範囲確認調査 (第 83・ 84図 )

仲仙寺支群の整備において9号墳の墳丘端部を明示する工事を施行することとなり、そのため墳

墓の正確な位置を探るため試掘調査を実施した。貼石の残存状況が悪い西南側斜面以外の3箇所に

それぞれ幅50c mで トレンチを設定した。それぞれで貼石及び墳端を検出し、これを基準に墳丘明

示工を施行 した。なお、調査の結果は発掘調査時の図面とは完全

に照合していない。これは発掘調査から整備されるまで 6年間露

出したままになっていたことから、貼石が自然崩落や遺跡を訪れ

る人によって外されたりしたからであり、また昭和51年度の整備

工事の際に南東側の欠落転倒 していた石列をもとになおしたり、

東北側の斜面の石を旧位置と思える場所に移動 しているからであ

る。

(2)仲仙寺支群 8号墳測量調査 (第 85図 )

仲仙寺支群の整備に伴い、 8号墳の範囲を確認するために平成

13年度に測量調査を実施した。 8号墳は丘陵の最高所の標高33m

付近に築かれている。墳丘は半壊 しており、東北部は比較的残 り 第83図 仲仙寺支群 9号墳
貼石実測図 (S=1/40)

0                10m

□

第84図 仲仙寺支群 9号墳 トレンチ配置図 (S=1/300)
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第85図 仲仙寺 8号墳地形測量図 (S=1/350)

がよいのに対し、西側は大きく削平を受けている。墳丘の残りの良い墳丘北東隅がわずかながら突

出しており、四隅突出型墳丘墓の可能性を考えたい。現状の規模は、東西11.5m以上 (突 出部を含

まない)、 南北約11.Om、 高さ1.75m、 突出部の長さ約3.5mを測る。 9号墳の発掘調査時 (1970年 )

には墳丘の西側斜面に土器片が認められていたが、今回の測量調査では表採遺物を見つけることは

出来なかった。また、墳丘裾付近には扁平割石が存在するが、本墳墓に伴うものかどうかは不明で

ある。
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